
第1縄 建造物（供愛塔）

三

四

所

在

地

大

字

神

の

前

通
称
、
遠
の
木
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
、
ケ
ャ
木
の
大
木
あ
り
、
此
の

周
囲
に
八
基
の
自
然
石
で
、
内
一
基
は
、
高
○
・
四
六
、
巾
○
二
七
米

に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
外
七
基
は
無
名
の
ま
蕊
建
て
て

あ
る
。
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。
横
に
次
の

立
札
が
立
っ
て
い
る
。

（
表
面
）

天
君
命
陵
墓

こ
こ
の
村
の
人
々
は
、
「
突
然
の

神
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
昔
の
人
が
、

此
処
の
荒
地
を
耕
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の
碑
が
突
然
に
、
土
の
中
よ
り
出

て
き
た
の
に
驚
き
、
何
か
の
由
緒
あ

る
も
の
と
思
い
、
こ
こ
に
祀
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。
と
云
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
突
然
に
出
て
、
発
見
さ
れ
た
の

で
、
仏
像
名
も
解
ら
な
い
た
め
「
突

然
の
神
’
一
と
し
て
、
今
日
に
至
っ
て

基
礎
工
事
が
な
さ
れ
て
、
祀
れ
て
い
》

今
日
に
至
っ
て

祀
れ
て
い
る

れ
る
が
無
名
で
あ
る
。

い
る
。。

大
正
十
年
に
、
こ
の
よ
う
に
、
毎
年
七
夕
の
時
に
墓
地
の
掃
除
を
行
い
霊
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。

三

六

所

在

地

大

字

長

谷

小
学
校
横
に
森
あ
り
て
古
木
の
根
元
に
碑
が
建
立
し
あ
り
、
正
面
に
「
虎

御
前
の
神
‐
一
、
右
面
に
「
山
の
神
」
左
面
に
コ
ウ
シ
ン
ズ
カ
、
裏
面
に
昭
和

三
十
四
年
六
月
建
主
佐
藤
セ
キ
と
銘
あ
り
。

三

五

所

在

地

大

字

長

崎

（

上

長

崎

）

下
長
崎
と
上
長
崎
の
中
間
、
右
道
上
に
、
せ
ん
み
よ
う
坊
と
呼
ば
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
（
高
さ
○
・
五
一
米
、
巾

○
・
二
米
の
石
碑
）
正
面
に
「
南
元
阿
弥
陀
仏
・
先
祖
作
右
門
」
と
銘
あ
り
。

応
神
天
皇
の
御
天
原
の
内
乱
が
あ
り

其
の
犠
牲
と
な
っ
て
、
こ
の
所
に
て
自
決
し
給
う

（
裏
面
）

日
の
宮
開
顕
の
墓
表

高
天
原
、
日
の
宮
、
春
木
秀
映
建
立

古
老
の
話
し
に
依
れ
ば
、
昔
杉
の
大
木
あ
り
、
こ
れ
を
部
落
民
が
切
り
倒

し
た
年
に
、
部
落
民
が
、
ほ
と
ん
ど
、
伝
染
病
に
か
か
っ
て
悩
ま
さ
れ
た
。

そ
れ
以
来
こ
の
地
を
祀
っ
て
き
て
い
る
と
云
う
。

又
、
栗
屋
家
の
祖
先
の
墓
地
と
も
云
わ
れ
て
い
る
が
詳
し
き
こ
と
は
不
明

で
あ
る
と
云
う
。
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碑
高
（
○
・
四
五
、

巾
○
・
一
四
米
で
）

●

●

●

●

通
称
ト
ラ
ゴ
ゼ
と

呼
ん
で
居
る
。

有
名
な
曽
我
兄
弟

剛

の
兄
十
郎
の
妻
が

尼
と
な
り
諸
国
を

行
脚
し
、
供
養
し
た
所
と
云
わ
れ
て
い
る
。

三

七

所

在

地

大

字

高

辻

（

前

）

薬
師
堂
の
前
に
、
五
輪
塔
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
部
が
あ
る
。

台
石
と
思
わ
れ
る
も
の
（
○
・
二
五
×
○
・
二
六
米
）
円
形
（
直
径
○
・

仏
前
へ
の
献
灯
具
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
、
我
が
国
へ
は
、
仏
教
の

伝
来
と
と
も
に
大
陸
か
ら
朝
鮮
を
経
て
渡
来
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
も
の
は
稀
で
、
鎌
倉
時
代
に
至
り
、
そ
の
黄
金

時
代
を
迎
え
、
室
町
。
江
戸
時
代
を
経
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
灯
龍
は
、
古
く
は
寺
院
や
堂
の
前
に
一
基
を
建
て
る
の
が
習
慣
で
あ

四
二
×
○
・
三
八
米
）
そ
れ
ぞ
れ
一
基
あ
り
相
当
古
き
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
詳
か
で
な
い
が
昔
、
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四

、

灯

籠

っ
た
が
、
こ
れ
を
左
右
に
一
対
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
室
町
時
代
末

期
か
ら
と
い
わ
れ
て
お
り
、
後
に
は
寺
院
等
だ
け
で
な
く
、
神
社
に
も
取

入
れ
ら
れ
て
、
照
明
と
景
観
又
鑑
賞
用
、
と
し
て
庭
園
に
も
置
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

三

八

所

在

地

大

字

二

獺

本

火
伏
地
蔵
秋
葉
神
社

石
段
の
最
上
段
の
左
平
群
澱
．

右
に
、
高
壹
。
五
、
懲
灘
密

戯

巾
○
・
五
五
米
の
灯
~
．

０

免

小

。

１

句

篭
が
二
基
あ
り
、
ど

▲
Ｐ
▲

ち
ら
も
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
正
月

~~~

宝珠
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皿
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第1編 建造物（灯龍）

四

○

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

部
落
公
民
館
左
側
に
、
（
高
さ
一
・
八
三
米
）
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ

る
。
正
面
に
誓
願
成
就
、
右
面
に
馬
見
原
町
大
字
方
ヶ
野
、
氏
子
倉
岡
一

男
、
左
面
に
奉
熔
、
裏
面
に
、
大
正
十
二
年
一
月
七
日
と
銘
が
あ
る
。

四

一

所

在

地

大

字

柳

井

原

四

四

所

在

地

大

字

塩

原

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
お
大
師
蛍
前
に
（
高
さ
一
・
一
九
米
）
灯
籠
が
建
斗
塩
観
音
堂
石
段
前
に
、
台
石
（
咋
○
・
六
七
、
厚
○
・
一
七
米
）
塔

三
九
所
在
地
大
字
長
崎
（
上
長
崎
）

公
民
館
（
薬
師
堂
）
前
、
両
側
に
六
角
形
の
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

正
徳
二
壬
辰
年
二
七
一
三
九
月
吉
祥
、
奉
寄
進
、
石
灯
籠
一
対
、
氏

子
中
・
右
側
に
、
藤
原
氏
、
佐
藤
辰
之
助
、
同
氏
、
佐
藤
甚
吉
と
銘
が
あ
る
。

吉
日
の
建
立
で
、
右
の
灯
に
は
、
世
話
主
、
仁
瀬
本
、
礼
八
、
丸
小
野
、

戈
右
衛
門
、
藤
田
文
兵
衛
、
名
運
石
、
米
兵
衛
、
同
源
兵
衛
、
仏
原
、
石

工
、
利
作
、
上
諦
城
三
名
連
石
中
と
あ
り
。
左
の
灯
に
は
、
世
話
王
、
二

瀬
本
礼
八
、
丸
小
野
、
和
五
宙
、
藤
田
文
兵
衛
、
名
連
石
、
半
之
丞
、
同

元
之
丞
、
南
関
石
工
国
作
、
上
益
城
三
名
連
石
中
と
銘
あ
り
、
い
ず
れ
も

奉
寄
進
と
さ
れ
て
あ
り
、
同
神
社
が
、
火
災
予
防
の
守
り
神
と
し
て
、
昔

か
ら
如
何
に
有
名
で
あ
り
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て
信
仰
が
あ
っ
た

か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。

之
丞
、
同
、、

い
ず
れ
も

語
る
一
つ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

又
、
社
内
の
中
央
に
は
、
ケ
ャ
木
一
枚
物
で
清
正
公
椎
、
と
堀
込
み
の
立

派
な
も
の
が
奉
納
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
ら
も
東
京
、
関
口
と
銘
が
あ
る
。

は
記

二
十
四
日
、

思
う
に
、
圭

四
二
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
岩
尾
野
）

大
日
堂
庭
左
側
に
、
高
さ
二
・
一
○
米
の
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

正
面
に
、
奉
寄
進
、
安
政
四
歳
二
八
五
七
）
丁
巳
爾
月
吉
日
、
富
岡
願

主
、
六
十
六
部
敬
助
、
世
話
人
弥
三
郎
、
他
に
、
村
世
話
人
、
栄
作
、
政

彦
、
才
吉
、
外
数
名
の
銘
あ
り
。

四

三

三四

所
在
地
大
字
滝
上
（
下
番
）

加
藤
社
の
庭
に
笠
の
部
分
が
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
高
さ
○
・
五
七
米

の
灯
籠
が
二
基
建
立
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
三
二
八
四
六
）
丙
午
年
八
月

二
十
四
日
、
江
戸
、
芳
五
郎
、
鶴
崎
政
五
郎
、
同
嘉
市
と
銘
が
あ
る
、
今
、

思
う
に
、
東
京
や
大
分
鶴
崎
の
在
住
の
方
ま
で
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
当
時
の
馬
見
原
の
町
の
全
需
時
代
が
如
何
に
有
名
で
あ
っ
た
か
を
物

立
さ
れ
て
あ
る
。
正
面
に
奉
献
燈
、
信
用
諸
記
念
、
明
治
四
十
二
年
七
月

十
日
、
石
工
、
山
下
政
太
郎
の
銘
が
あ
る
。
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文
化
八
年
会
八
一
二
九
月
と
銘
あ
る
。

左
側
は
、
奉
寄
進
台
石
に
昭
和
六
年
旧
八
月
吉
日

鹿
児
島
県
川
辺
郡
笠
砂
村
小
浦

石
工
ｋ
村
庄
一
と
銘
が
あ
る
。

四

六

所

在

地

大

字

今

観
音
堂
石
段
の
左
右
に
、
高
さ
二
・
二
二
米
の

右
側
は
、
奉
納
昭
和
八
年
十
一
月
今
氏
戸
中

一
。
二
二
米
の

村
、
坂
本
恒
吉
の
銘
が
あ
る
。

身
（
巾
○
・
二
四
、
高
○
・
四
五
米
）
笠
（
巾
○
・
四
一
、
高
○
・
一
五

米
）
の
塔
が
あ
る
。
弘
化
四
歳
（
一
八
四
七
）
と
銘
あ
り
。

四

五

所

在

地

大

字

今

（

滝

下

）

役
場
よ
り
今
滝
下
に
下
る
途
中
左
側
、
岩
の
下
に
祠
が
あ
る
。
滝
下
お

大
師
さ
ん
で
昔
は
、
大
変
賑
っ
た
と
云
う
、
そ
の
前
に
、
高
さ
○
・
九
米

の
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
明
治
十
六
年
末
八
月
一
日
、
奉
納
、
滝
上

四

七

所

在

地

大

字

八

木

観
音
堂
前
に
濁
さ
一
。
七
五
米
の
灯
瀧
二
基
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
享
和
元
年
（
一
八
○
こ
十
二
月
の
建
立
で
、
泰
寄
進
氏
子
中
と
あ
る
。

五
○
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
上
堀
出
）

観
音
堂
の
石
段
中
央
両
側
に
あ
り
（
高
さ
一
・
二
米
）

文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
八
月
の
建
立
と
な
っ
て
い
る
。

四
九
所
在
地
大
字
塩
出
迫
（
下
塩
出
）

通
称
、
天
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
、
正
面
両
側
に
あ
り
（
高
さ

一
・
三
五
米
）
明
治
’
二
年
二
月
二
十
五
日
の
建
立
で
、
中
村
常
太
、
真

原
猪
之
吉
の
銘
が
あ
る
。

四

八

所

在

地

大

字

塩

出

迫

（

下

塩

出

）

観
音
堂
庭
両
側
に
あ
り
、
高
さ
言
六
○
米
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第1縄建造物（灯髄）

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
乙
卯
八
月
吉
日
奉
寄
進
、
大
願
成
就
、
小
崎
義

久
と
銘
が
あ
る
。

五

四

所

在

地

大

字

橘

（

椎

屋

）

お
堂
前
入
口
左
右
に
、
高
一
・
五
米
の
灯
籠
が
二
基
、
建
立
し
て
あ
り
、
明

五
二
所
在
地
大
字
二
瀬
本
（
丸
小
野
）

お
大
師
堂
の
前
に
、
高
さ
一
・
三
○
と
一
・
一
五
米
の
灯
籠
が
二
基
建

立
さ
れ
、
奉
寄
進
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
申
三
月
吉
日
、
氏
子
中
と

銘
が
あ
る
。

五

三

所

在

地

大

字

柏

（

溜

渕

）

不
動
尊
堂
前
に
高
一
・
三
六
米
の
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

米
の
石
塔
あ
り
、
建

立
年
月
詳
し
き
不
明
。

三
五
米
、
右

五

一

所

在

地

大

天
満
宮
正
面
両
側

に
、
高
さ
、
左
一
・

所
在
地
大
字
菅
尾

●
一
一
一
ハ

〆

蝦

草

か

■

▽

餌

」

鯉識一 子も＝
＊ノ 零

躍f
r

鴬

鶴 W

琶

死
一
■謬

〆

．

＃

。

、

尋

（

心

一

ー

●

鯉 .｡『

＝＝

藤鐙

五

八

所

在

地

大

字

柳

町
道
よ
り
、
約
百
米
右
に
上
り
『
佐
藤
睦
夫
氏
宅
入
口
、
左
側
石
段
を

約
三
○
米
登
っ
た
と
こ
ろ
に
観
音
堂
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
灯
籠
が
一
一
基

建
立
さ
れ
て
あ
る
。
右
側
（
基
礎
巾
○
・
四
八
、
高
○
・
二
三
米
、
全
長

一
。
五
三
米
）

灯
籠
が
あ
る
。
奉
寄
進
安
政
三
年
丙
辰
（
一
八
五
六
）
三
月
吉
日
と
銘
あ
り
。

月
吉
日
と
銘
が
あ
る
。

五
七
所
在
地
大
字
下
山
（
宗
旨
ヶ
鶴
）

る
。
（
高
一
・
四
、
巾
○
・
一
二
米
）
奉
納
天
神
宮
、
文
化
四
丁
卯
二
八

○
七
）
七
月
吉
日
、
椎
屋
村
惣
氏
子
中
と
銘
が
あ
る
。

五

五

所

在

地

大

字

橘

（

椎

屋

）

蒸
眼
山
大
師
堂
の
前
に
、
高
さ
一
。
二
三
、
巾
○
・
三
二
米
の
灯
籠
が

建
立
さ
れ
て
あ
り
、
奉
寄
進
、
椎
屋
村
、
文
化
七
年
午
二
八
一
○
）
七

五

六

所

在

地

大

字

橘

（

椎

屋

）

治
二
十
八
年
二
八
九
五
）
旧
七
月
二
十
一
日
奉
寄
進
興
梠
藤
吉
と
銘
あ
り
。

部
落
中
心
地
に
天
神
宮
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
、
二
基
建
立
さ
れ
て
あ

石
橋
の
上
流
約
五
十
米
地
点
左
側
に
天
神
宮
の
祠
が
あ
る
。
そ
の
前
に
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六
○
所
在
地
大
字
上
差
尾
（
百
枝
）

観
音
堂
の
庭
に
二
基
の
灯
龍
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

左
側
は
二
津
留
村
氏
子
中
奉
納
と
あ
り
、
右
側
は
、
岩
下
村
、
佐
渡
熊
太

郎
、
同
朝
次
郎
、
同
作
太
奉
納
と
銘
あ
り
。
建
立
は
同
年
月
で
明
治
二
十

尚
、
左
側
に
手
洗
石
が
あ
り
、
文
政
三
辰
二
八
二
○
）
年
、
八
代
目
乙

助
と
刻
み
あ
り
、
台
石
（
巾
○
・
四
五
、
厚
○
・
一
六
米
）
洗
石
（
巾
○
・

三
九
、
高
○
・
二
七
、
厚
○
・
二
九
米
）
手
洗
口
（
巾
○
・
三
米
）

奉
寄
進
右
灯
籠
・
天
下
太
平
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
二
六
月
吉
日
国
土

安
全
、
井
芹
甚
平
則
直
と
銘
あ
り
。

左
側
（
基
礎
巾
○
・
四
五
、
高
○
・
二
六
米
、
全
長
一
・
四
四
米
）

奉
寄
進
、
天
下
太
平
、
享
保
一
八
丑
（
一
七
三
三
）
歳
八
月
吉
日

柳
村
之
住
、
栗
屋
助
左
衛
門
直
昌
と
銘
が
あ
る
。

七
年
（
一
八
九
四
）
六
月
吉
日
で
同
型
の
も
の
で
あ
る
。

文
化
七
年
二
八
一
○
）
二
月
中
旬
と
銘
あ
り
。

基
礎
石
（
巾
○
・
三
五
、
厚
○
・
一
五
米
）
塔
身
（
高
○
・
九
九
、
巾
○
・

二
五
米
）
笠
（
巾
○
◇
五
、
高
○
◆
二
九
）
全
長
一
。
四
三
米
の
同
型
で

あ
る
。

五

九

所

在

地

大

字

大

見

□

観
音
堂
の
前
に
二
基
の
灯
籠
が
建
立
し
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
五
、

厚
○
二
○
米
）
塔

身
（
高
○
・
九
二
、

巾
○
・
二
米
）
笠
巾

（
○
・
四
二
、
高
○
・

三
五
米
）

御
神
灯
奉
寄
進
、
天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一
）
七
月
吉
詳
日

右
、
東
竹
原
村
甲
斐
治
左
衛
門

左
、
西
竹
原
村
林
治
妻
ヤ
ョ

観
崎
横
尾
村
、
葛
木
冨
五
郎
と
銘
あ
り
。

六

一

所

在

地

菅
原
神
社
境
内
入

口
の
左
右
に
灯
籠
二

基
あ
り
。

左
右
共
に
同
形
に
て

（
高
一
・
三
、
塔
身

一
・
○
二
、
笠
巾
○
・

四
四
米
）

大
字
東
竹
原

蕊
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第1鶉建造物（板碑）

板
石
で
造
っ
た
供
養
塔
で
、
こ
れ
を
板
碑
と
い
う
名
前
は
仏
教
上
か
ら

出
た
も
の
で
な
く
、
便
宜
的
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
「
板
佛
」
と
も
よ

ば
れ
る
が
「
板
石
塔
婆
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

右
側
（
全
長
一
・
四
七
米
）
は
、
天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一
）
七
月
吉

詳
日

奉
寄
進
、
御
神
灯
、
東
竹
原
村
、
甲
斐
治
左
衛
門

鰯
崎
横
尾
村
、
葛
木
冨
五
郎

左
側
（
全
長
一
・
二
○
米
）
昭
和
十
五
年
八
月
吉
日

奉
灯
、
菅
原
朝
熊
と
銘
あ
り

六

三

所

在

地

大

字

東

竹

原

大
師
堂
の
左
側
に
二
基
建
立
と
あ
り
。

奉
寄
進
。
御
神
灯
、
西
竹
原
村
、
林
治

左
側
、
全
長
一
’
三
○
米
、
昭
和
十
五
年
八
月
吉
日

奉
灯
、
菅
原
伝
治
郎
と
銘
あ
り
。

六

二

所

在

地

大

字

東

竹

原

大
師
堂
右
側
に
二
基
建
立
し
あ
り
。

右
側
は
、
全
長
一
。
三
五
米
、
天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
二
七
月
吉
詳

日

五

、

板

碑

１
、
庚
申
信
仰
碑

六

四

所

在

地

大
師
堂
の
前
に
、

○
・
六
六
、
厚
○
・

石
中
央
に
、
庚
申
請

と
あ
り
、
天
明
二
（
一

七
八
二
）
壬
寅
三
月

二
十
九
日
の
建
立
。

古
老
の
話
で
は
、

昔
よ
り
、
こ
こ
に
、

お
参
り
す
る
と
「
お

板
碑
の
形
は
、
い
ろ
い
ろ
な
板
状
の
石
に
「
地
神
塔
」
と
か
「
青
待
青

じ

ゆ

し

面
大
金
剛
」
「
猿
田
彦
大
神
」
と
い
う
字
や
、
仏
の
種
子
（
梵
字
）
や
仏
像

を
刻
ん
い
る
も
の
な
ど
を
総
称
し
て
板
碑
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
台
石
や
台
座
を
つ
け
た
も
の
や
、
そ
の
ま
薮
地
中
に
建
て
た
も
の
も

あ
る
。

又
、
板
石
に
限
ら
ず
、
自
然
石
を
、
そ
の
ま
鼻
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

一
応
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
庚
申
関
係
板
碑
と
猿
田
彦
大
神
板
碑
に
区

別
し
た
。

大
字
長
崎
（
下
長
崎
）

自
然
石
の
板
碑
が
、
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
台
石
（
巾

一
八
米
）
碑
（
高
一
。
一
九
、
巾
○
・
五
七
米
）
碑

４

日

ｊ

，
２
０
・
●
、

ｆ

甲

■

心

も

ｚ

０

Ｒ

Ｒ

芋
，
。
、

●

子

○

口

〆

卜

冨

〃

ｒ

得

，

‐

・

■

■

汀

■

6

Ｉ
“

９

－

９

■

熱睡5

麓
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一

金
の
廻
り
が
良
く
な
る
」
と
、
云
わ
れ
て
い
る
と
云
う
。
石
切
は
、
廻
渕
、

弥

平

と

あ

り

。

~

六

五

所

在

地

大

字

今

通
称
高
仏
の
台
地
登
り
上
っ
た
、
老
松
の
根
に
、
板
碑
が
建
っ
て
い
る
。

自
然
石
（
巾
○
・
四
五
、
高
一
・
○
五
、
厚
○
・
一
八
米
）
で
、
中
央
に
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
刻
れ
、
そ
の
面
に
右
側
よ
り
、
奉
納
関
西
九
千
国
大
口

妙
典
勧
進
、
南
無
観
世
音
菩
薩
。
法
善
坊
、
壇
那
今
村
、
内
蔵
佐
山
部
口

継
口
、
武
運
長
久
、
子

蕊

孫
繁
栄
、
現
世
安
態
、

口
ロ
ロ
ロ
、
上
部
に
、

秀
當
和
尚
、
と
あ
り
、

左
面
に
、
今
村
越
前
守
、

山
部
家
一
同
、
南
無
釈

迦
全
口
仏
、
右
面
に
、

仮
碑
で
あ
る
。

六

六

所

在

地

大

字

高

辻

（

前

）

上

部

に

、

脇

侍

よ

り

ひ

元
、
束
照
山
東
光
鞭
の
挫
け
き
れ
て
あ
っ
た
と
云
う
寺
院
跡
地
に
板
碑
と
ま
わ
り
大
き
く
表
わ

石
仏
造
立
者
、
忠
五
郎
、
南
無
地
蔵
大
菩
薩
、
岩
見
守
の
銘
が
あ
り
、
碑

の
正
面
全
体
に
、
弥
陀
仏
の
姿
絵
、
数
体
が
刻
ま
れ
て
あ
り
、
眺
ら
し
い

り
て
相
当
古
く
、
由
緒
あ
る
所
と
思
わ
れ
る
。

っ
て
欠
損
し
っ
夢
あ
る
の
で
、
大
切
に
保
護
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

碑
（
高
約
ざ
一
○
、
下
巾
○
・
三
五
、
中
間
○
・
七
米
）
の
自
然
街

で
あ
る
。

又
此
の
碑
の
根
元
に
、
宝
筐
印
塔
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
五
～
六
個
あ

碑
面
に
は
一
杯
に
線
刻
立
像
三
体
を
三
尊
形
式
に
配
し
、
右
端
に
一
行

紀
年
銘
が
あ
る
。
像
は
、

蕊

そ
れ
ぞ
れ
、
蓮
台
上
に
、

頭
光
を
負
っ
て
立
ち
て

三
道
を
表
し
、
本
尊
は

蕊0
①

（
○
・
二
三
米
）
中
央

~i’ ’
＊ <

~'’11
1，

糞

藍

が
建
っ
て
い
る
。
阿

弥
陀
三
尊
の
婆
が
刻

み
あ
り
て
、
町
内
で

は
、
眺
ら
し
い
。

千
時
大
永
七
年
令

五
二
七
）
丁
亥
三
月

吉
日
、
施
、
荘
、
敬
白

と
あ
り
凍
害
等
に
よ
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第1編建造物（板碑）

六

八

所

在

地

大

字

高

辻

町
道
（
下
山
線
）
よ
り
右
小
道
に
入
っ
た
所
に
石
室
四
基
と
列
ん
で
、

板
碑
が
二
基
、
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

左
側
大
木
の
根
に
あ
る
一
基
は
（
高
一
・
八
二
、
巾
○
◆
七
四
、
厚
○
・

三
六
米
）
正
面
に
、
奉
納
四
国
八
十
八
ヶ
所
、
天
保
十
二
年
二
八
四
二

丑
三
月
吉
日
、
小
倉
・
早
楢
講
中
と
あ
り
。
右
側
の
碑
は
、
台
石
（
巾
○
・

九
、
厚
０
．
一
七
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
高
○
・
八
、
巾
○
・
四
九
米
）

で
、
正
面
に
地
神
塔
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
）
卯
三
月
吉
日
、
小
倉
村

台
石
（
横
一
・
五
、
高
○
・
九
、
巾
一
・
二
二
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
巾

○
・
七
、
高
○
・
八
、
厚
○
二
五
米
）
の
碑
で
あ
る
が
、
詳
し
き
こ
と

は
不
明
で
あ
る
。

八
幡
宮
境
内
左
側
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
正
面
に
、
奉
侍
青
面
金

剛
、
明
和
九
壬
辰
二
七
七
二
）
八
月
吉
良
日
、
講
衆
中
と
銘
あ
り
、
下

部
に
講
衆
の
人
々
の
氏
名
と
思
わ
れ
る
文
字
が
あ
る
が
読
み
と
れ
な
い
。

六

七

所

在

地

大

字

下

山

八
幡
宮
境
内
左
側
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
正
面
に
、
奉
侍
青
面
金

右
像
は
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
た
比
丘
形
の
地
蔵
菩
薩
、

左
に
は
合
掌
手
で
、
わ
ず
か
に
身
を
屈
め
た
形
で
あ
る
。

さ
れ
、
右
斜
前
を
向
き
、
親
指
と
人
第
指
を
捻
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
圭

脇
侍
は
、
壼
專
と
も
、
像
高
（
○
・
二
九
米
）
斜
中
央
を
向
い
て
い
る
。

右
像
は
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
持
っ
た
比
丘
形
の
地
蔵
菩
薩
、

~
阿
弥
陀
如
来
、

七
○
所
在
地
大
字
束
竹
原
（
筒
丸
）

町
道
、
高
畑
～
川
走
線
沿
へ
に
、
「
慨
の
石
」
と
云
う
と
こ
ろ
あ
り
、
此

の
彼
の
石
の
道
端
長
高
さ
二
・
四
、
横
一
二
・
五
、
厚
二
・
八
米
の
大
き

い
自
然
石
の
板
碑
が
あ
る
。

昔
、
日
向
の
殿
様
が
、
江
戸
参
勤
交
代
で
、
江
戸
に
登
る
時
、
叶
の
道

を
涌
っ
て
い
た
と
云
わ
れ
、
こ
こ
よ
り
約
四
百
米
程
下
り
た
所
に
、
「
茶
屋

の
跡
」
と
云
う
と
こ
ろ
あ
り
、
又
そ
の
他
よ
り
約
三
粁
程
、
行
っ
た
（
草

部
地
内
）
所
に
、
「
ヨ
コ
イ
」
の
元
と
云
う
と
こ
ろ
あ
り
て
、
こ
こ
に
も
、

茶
屋
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
昔
時
、
肥
後
と
日
向
を
結
ぶ
、
主
要
路
線
で

あ
っ
て
、
往
来
す
る
旅
人
も
、
多
か
っ
た
と
云
う
。
そ
の
後
、
新
道
の
改

修
に
伴
い
、
通
行
人
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
本
年
度
よ
り

国
道
三
二
五
号
線
の
新
設
改
良
工
事
に
伴
い
、
再
び
、
国
道
沿
い
と
な
り
、

六
九
所
在
地
大
字
高
畑
（
宮
ノ
下
）

部
落
入
口
三
叉
路
右
側
ノ
ー
ベ
ル
号
記
念
碑
の
後
に
板
碑
が
建
立
さ
れ

て
あ
る
。
自
然
石
で
（
高
○
・
七
、
巾
○
℃
三
二
、
厚
○
◆
三
五
米
）
正

面
に
、
奉
待
青
面
金
剛
講
衆
中
、
明
和
九
壬
辰
二
七
七
二
）
天
三
児
吉

良
日
、
下
部
に
欽
言
と
銘
が
あ
る
。
昔
か
ら
、
こ
こ
に
参
る
こ
と
に
よ
り
、

今
廻
り
が
良
く
な
る
と
言
い
伝
え
が
あ
る
。

氏
子
中
と
銘
あ
り
、
詳
し
き
こ
と
不
明
で
あ
る
。
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脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

南
無
阿
弥
陀
佛
、
下
部
に
、
竹
原
村
、

吉
蔵
、
浅
右
門
。

文
化
十
三
丙
子
（
一
八
一
六
）
年
八

月
十
一
日
と
堀
込
ま
れ
て
あ
る
。
こ

こ
日
向
街
道
を
通
行
す
る
旅
人
の
安

七
五
）
天
『
三
月
中
旬
、
Ｆ
方
に
、
栗
屋
用
右
衛
門
、
佐
藤
清
太
夫
、
井

芹
庄
右
衛
門
、
同
貞
右
衛
門
、
佐
藤
太
平
次
、
同
太
蔵
、
同
又
市
、
同
寿

禎
、
栗
屋
兵
左
衛
門
、
井
芹
兵
内
、
同
伝
左
衛
門
、
佐
藤
善
次
、
丼
芹
武

兵
衛
、
井
芹
真
次
、
栗
屋
酉
右
衛
門
の
銘
あ
り
。

右
側
は
、
猿
田
彦
大
神
の
板
碑
が
建
っ
て
い
る
。

碑
に
は
、
中
央
上
部
に
太
陽
の
印

あ
り
て
、
奉
祝
御
甲
申
、
右
ハ
ひ
う

七

一

所

在

地

大

字

柳

町
道
よ
り
約
百
米
右
に
上
り
、
佐
藤
睦
夫
氏
宅
入
口
左
側
に
同
じ
基
礎

台
（
巾
三
・
○
、
商
○
◆
六
米
）
に
、
板
碑
が
、
二
基
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

左
側
（
高
一
・
○
五
、
巾
○
・
四
六
、
厚
○
・
四
米
）
の
自
然
石
に
、
上

全
を
祈
り
又
道
し
る
べ
と
し
て
親
し
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

部
に
、
太
陽
の
印
あ
り
て
庚
申
青
面
金
剛
と
あ
り
、
安
永
四
乙
未
二
七
の
出
入
を
禁
じ
た
伝

が
ゑ
、
左
ハ
あ
そ
山
、
く
ま
も
と
ゑ
、

摩

も

七
一
一
所
在
地
大
字
長
崎
（
甲
長
崎
）

部
落
で
は
十
九
坊
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
さ
一
・
一
菫
米
、
巾
○
・

五
七
米
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

詳
し
き
こ
と
建
立
年
月
等
は
不
明
で
あ
る
。

七

四

所

在

地

大

字

滝

上

（

土

戸

）

公
民
館
正
面
上
部
の
旧
道
よ
り
右
に
入
り
た
る
所
に
板
碑
が
二
基
が
榊
の

れ
て
あ
る
。

七

三

所

在

地

大

字

神

の

前

面
の
原
の
北
側
杉
山
の
中
に
千
人
塚
と
云
わ
れ
る
所
が
あ
り
、
板
碑
（
自

然
石
。
高
さ
○
・
八
五
米
）
が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
中
央
に
南
無
阿
弥
陀

仏
と
銘
あ
り
、
そ
の
前
に
、

「
応
神
天
皇
の
御
守
、
高
天
原
の
乱
あ
り
、
倭
人
伝
に
見
ゆ
る
内
乱
に
て

千

余

人

の

犠

牲

者

出

一

』

囲

瞳

鴨

湧

輝

瞬

慰

漁

漁

懸

織

承
が
あ
る
一
と
記
さ~

の
所
に
埋
葬
し
て
千

人
塚
と
称
す
。
霊
障

が
あ
る
の
で
、
家
畜

ず
、
依
っ
て
村
人
こ

i
b

i

i
■

I
■

、

露
認鶴細Ⅷ
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寅
七
月
と
刻
あ
り
。

七

五

所

在

地

大

字

滝

上

王

戸

）

圓
福
寺
境
内
横
石
段
に
板
碑
が
寝
か
せ
て
あ
る
。

碑
文
に
、
奉
寄
進
、
文
化
十
一
（
’
八
一
四
）
戌
五
月
吉
日
ｆ
戸
村
与
吉

と
刻
あ
る
。
又
境
内
に
手
洗
石
あ
り
、
奉
寄
進
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

七

六

所

在

地

大

字

滝

上

（

竿

渡

）

部
落
北
側
裏
山
に
、
元
文
元
年
二

七
三
六
）
建
立
の
板
碑
が
建
立
さ
れ

て
あ
る
。
上
部
に
梵
字
が
あ
る
。

台
石
三
段
で
（
下
巾
○
・
七
、
高
○
・

三
米
、
碑
高
一
・
三
米
、
厚
○
・
一

六
米
）
惜
し
く
も
、
上
、
下
ニ
ッ
に

割
れ
て
い
る
。
碑
に
、
妙
清
禅
尼
寿

住
と
銘
あ
り
、
詳
し
き
こ
と
不
明
。

老
木
の
根
元
に
建
立
さ
れ
て
あ
り
左
側
は
高
さ
一
・
二
五
、
巾
○
・
八
米
、
七
七
所
在
地
大
字
菅
尾

右
側
は
、
高
さ
一
・
一
八
、
巾
○
・
六
米
に
て
無
名
の
も
の
で
詳
か
で
な
い
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
圓
福
寺
御
本
尊
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
○
九
）
九
月
十
五
日
此
の
地

に
建
立
さ
れ
た
と
銘
記
あ
り
、
其
の
後
信
心
厚
き
氏
子
に
よ
り
寄
進
さ
れ

七

八

所

在

地

大

字

塩

出

迫

（

牧
野
入
口
近
く
、
町
道
左
側
杉
山

に
在
り
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
が
何

人
か
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
と
云
う
（
高
一
・
三
五
、
巾
一
・

三
○
、
厚
○
・
三
米
）
中
央
に
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
み
あ
る
。

（

供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
（
高
、
巾
共
○
・
九
米
、

厚
○
・
一
五
米
）
太
陽
と
月
が
上
部

りに
刻
み
あ
り
。

に
あ

、
建
立
年
月
等
詳
し
く
は
不
明
。

上
塩
出
）

ｖ
ｊ
ｒ
６
Ｉ
轡
が
６
１

蕊}・

i
C

i

l
4

1
4

勘
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八

○

所

在

地

滝
下
お
大
師
さ
ん

祠
の
横
に
、
板
碑
が

二
板
あ
る
。
一
板
は

上
部
が
割
れ
て
い
る

が
、
高
さ
約
一
・
○

米
の
も
の
で
左
右
に

仏
像
二
体
が
刻
ま
れ

七

九

所

在

地

大

字

米

迫

（

米

山

）

し

き

こ

と

不

明

で

部
落
公
民
館
の
横
に
あ
り
（
縦
一
・
二
○
、
横
○
・
七
二
、
厚
○
・
一
あ
る
。
中
央
上
部

六

米

）

天

明

二

年

（

一

七

八

三

）

の

建

立

で

あ

る

。

に

梵

字

が

刻

ま

れ

奉
納
庚
申
米
山
村
と
刻
み
あ
り

て

あ

り

昔

供

養

塔

他
の
一
板
は
愈
字
が
刻
れ
て
あ
る
が
、
供
養
の
碑
と
思
わ
れ
る
。

建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
。

「
米
粒
山
」
と
銘
あ
り
他
は
判
読
出
来
な
い
が
相
当
古
い
も
の
と
思
わ
れ

プ
○
○

八

一

所

在

地

大

字

花

上

（

下

神

働

）

観
音
堂
の
後
の
山
に
、
板
碑
が
古
木
の
根
に
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

自
然
石
で
（
巾
○
。
Ⅲ
二
、
厚
○
・
二
、
商
○
・
八
米
）
建
立
年
月
等
詳

大
字
今
（
滝
下
）

丸
小
野
に
あ
る
お
大
師
堂
の
横
に
、
下
が
欠
げ
て
い
る
が
（
高
さ
約
一
◇

三
五
、
巾
○
・
九
五
、
厚
○
・
三
五
米
）
板
碑
が
建
立
し
て
あ
る
。

表
面
に
泰
捷
立
四
国
八
十
八
ヶ
所
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
申
謹
月
吉

日
、
横
に
仁
瀬
本
、
大
野
原
、
丸
小
野
三
ヶ
村
氏
子
中
、

裏
面
に
奉
記
、
山
口
伯
寿
外
八
十
余
名
の
方
々
の
氏
子
と
思
わ
れ
る
名
前

が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

｜
~
》
米
）
板
碑
が
建
立
し
て
あ
る
．
正
面
上
部
種
の
梵
字
（
ウ
ン
金
剛
索
）

が
あ
り
、
奉
納
冑
面
金
剛
童
子
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
申
六
月
吉
日
、

大
野
原
、
田
上
源
九
郎
と
銘
あ
り
。
詳
し
き
は
不
明
。

八

二

所

在

地

大

字

一

と
し
て
建
て
ら
れ

八
三

三

所
在
地
大
字
二
瀬
本
（
坂
の
上
）

坂
の
ｋ
、
八
幡
宮
横
に
（
高
さ
○
・
九
五
、
巾
○
・
四
五
、
厚
○
・
一

米
）
板
碑
が
建
立
し
て
あ
る
。
正
面
上
部
孝
異
》
の
梵
字
（
ウ
ン
金
剛
索
）

瀬
本
（
丸
小
野
）
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八

五

所

在

地

大

字

二

瀬

本

田
上
静
夫
氏
宅
裏
山
に
、
台
石
（
自
然
石
横
○
・
八
、
厚
○
・
二
米
）

に
高
○
・
九
、
巾
○
・
五
三
、
厚
○
・
一
米
の
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

正
面
に
、
奉
納
、
水
堂
院
大
神
、
二
条
、
三
同
、
四
同
、
右
下
に
藤
原
宗

勝
と
あ
り
、
壽
永
元
二
一
八
二
）
壬
寅
三
月
十
有
七
日
の
建
立
と
な
っ

八

四

所

在

地

大

字

柏

（

元

柏

）

山
部
家
の
墓
地
の
右
横
上
部
に
、
古
い
板
碑
が
建
っ
て
い
る
。

石
面
は
長
年
の
風
雪
に
壊
れ
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
正
面
に
、
三
シ
の

梵
字
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
、
柏
城
の
某
家
老
の
墓
と
も
云
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
き

こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
（
縦
○
・
九
、
横
○
・
七
、
厚
○
・
一
五
～
○
・
二

米
）

六
、
厚
○
・
二
五
米
）
正
面
上
部
に
梵
字
三
字
あ
り
て
下
部
に

如
口
禅
座

文
口
禅
口
門
と
刻
み
あ
り
。
詳
し
き
は
不
明
で
あ
る
。

八

七

所

在

地

大

字

高

辻

八

六

所

在

地

大

字

橘

公
民
館
横
の
、
タ
ブ
の
古
木
の
根
元
に
あ
り
永
年
の
才
月
を
経
て
お
り
、

碑
文
及
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
側
に
、
石
仏
の
台
石
の
み
一

基
が
あ
る
。
八
十
八
ヶ
所
の
一
シ
と
思
わ
れ
る
が
何
番
か
不
明
で
あ
り
、

口
番
薬
師
如
来
と
刻
み
あ
り
。

て
お
り
、
八
百
四
年

前
の
も
の
に
て
町
内

で
は
最
も
古
い
板
碑

で
あ
る
。
詳
し
い
こ

と
は
不
明
で
あ
る
。

薬
師
堂
の
前
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
（
高
一
・
一
五
、
巾
○
・
六

25－－



九

一

所

在

地

大

字

柳

梶
原
に
通
じ
る
町
道
、
樵
を
通
り
約
五
十
米
の
所
よ
り
右
に
小
道
に
入

り
、
杉
山
の
頂
上
に
板
碑
二
基
建
立
し
あ
り
。

あ
る
。
台
石
（
巾
一
・
Ｃ
、
厚
○
・
一
七
）
の
上
に
、
自
然
石
で
（
高
一
・

○
五
、
下
巾
○
・
六
、
中
巾
○
◆
汽
万
米
）
止
面
に
地
神
塔
、
慶
沁
元
年

二
八
六
五
）
乙
丑
七
月
吉
日
、
早
楢
・
小
倉
村
中
と
銘
が
あ
る
。
詳
し

九
○
所
在
地
大
字
火
竹
原
（
野
原
）

竹
原
線
入
口
三
叉
路
左
側
に
板
碑
が
あ
り
、
自
然
石
に
地
神
塔
と
銘
あ

八

九

所

在

地

大

字

高

辻

（

前

鶴

）

り
、
建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
。
（
下
巾
○
・
七
五
、
中
巾
○
・
八
、
高
一

二
米
）

き
こ
と
不
明
で
あ
る
。

八

八

所

在

地

大

字

高

辻

元
東
光
寺
、
寺
屋
敷
跡
と
云
わ
れ
る
（
現
在
杉
山
）
所
に
板
碑
が
一
基

あ
り
（
高
○
・
九
、
下
巾
○
・
九
、
中
巾
○
・
六
、
厚
○
・
二
米
）
自
然

石
で
上
部
に
⑬
の
刻
み
あ
る
の
み
で
、
詳
し
く
不
明
で
あ
る
。
供
養
塔
と

し
て
建
て
ら
れ
し
も
の
と
思
わ
れ
る
。

早
楢
神
社
境
内
道
路
上
に
猿
田
彦
大
神
と
列
ん
で
板
碑
が
建
立
さ
れ
て

２
、
猿
田
彦
大
神

に

に

ざ

の

み

こ

と

国
っ
神
で
瓊
々
杵
尊
、
降
臨
の
際
、
先
頭
に
立
ち
道
案
内
を
し
、
後
伊

勢
五
十
鈴
川
の
川
上
に
鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
容
姿
糾
偉
で
、

た

鼻
の
高
さ
七
肥
、
身
長
七
尺
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
々
の
神

ち

ま

た

幸
の
先
頭
に
立
ち
、
街
の
神
と
な
り
、
中
世
の
頃
か
ら
庚
申
の
日
に
、
こ

の
神
を
祀
る
風
習
と
民
俗
の
間
に
、
村
々
の
入
口
、
辻
等
に
こ
の
神
を
ま

左
は
、
台
石
（
巾
○
・
五
米
）
の
上
に
高
（
○
・
八
五
米
）
自
然
石
に

大
日
如
来
明
治
三
十
六
年
三
月
十
八
日
八
人
組
、
石
工
佐
渡
格
之
十

と
銘
あ
り
、
右
は
、
馬
頭
観
音
明
治
二
十
六
年
巳
三
月
十
八
日
世
話

方
、
田
上
六
之
助
、
岩
下
種
平
、
井
芹
宇
太
門
、
田
上
伝
之
十
、
田
上
今

之
十
、
田
上
ロ
七
良
、
井
芹
昌
秀
、
井
芹
昌
久
と
銘
あ
り
、
台
石
（
巾
○
・

六
、
厚
○
・
三
米
）
の
上
に
（
高
○
・
九
四
、
巾
○
・
五
、
厚
Ｃ
・
○
七

表
）
の
自
然
石
の
碑
で
あ
る
。

九

二

所

在

地

人

字

大

見

口

余
須
時
男
氏
宅
地
前
方
に
、
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
四
、
厚
○
・
一
五
米
）
碑
石
市
○
・
二
五
、
高
○
・
四

米
）
共
に
自
然
石
で
、
表
面
に
馬
頭
搦
音
、
大
日
如
来
、
明
治
二
十
八
年

七
月
と
銘
あ
り
。
こ
の
地
方
は
、
昔
よ
り
馬
の
飼
育
が
帯
ん
で
各
戸
で
数

顕
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
為
馬
頭
観
音
を
奉
祀
さ
れ
た
も
の
と
云
う
。
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九

三

所

在

地

大

字

滝

上

部
落
内
、
三
叉
路
ｊ
馴
剥

が

幸

０

ｄ

剣

〃

ご

地
点
に
（
天
満
宮
石
~
！
。
訓
、
》

段
横
）
、
自
然
石
の
碑

が
、
建
立
さ
れ
て
あ

る
。
（
高
一
・
一
○
、

鵜

巾
○
・
六
五
、
厚
○
・

二
米
）
猿
田
毘
古
大

神

慶

応

四

戊

辰

二

八

六

八

八
六
八

｡

■

ー

つ
っ
て
、
道
祖
神
と
も
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町
内
の
猿
田
彦

大
神
を
祀
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
は
、
旧
道
沿
い
の
三
叉
路
等
に
建
て
ら
れ
て

い
る
の
が
多
く
、
旅
人
の
交
通
の
安
全
を
願
い
又
道
案
内
標
識
と
し
て
建

立
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
一
部
で
は
、
道
路
の
改
良
に
よ
り
、
建
て
な
お

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
中
に
は
、
注
連
縄
を
張
り
、
花
、
線
香

を
供
え
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昔
の
旅
す
る
人
は
、
こ
の
猿
田
彦
大
神
の
道
標
を
頼
り
に
、
旅
が
続
け

九

四

所

在

地

大

字

今

め

て

い

る

。

数

年

前

よ

り

近

く

に

住

ん

で

居

ら

れ

る

山

辺

孝

行

氏

が

遠

方

部
落
中
央
（
今
・
二
津
留
緑
）
道
路
三
叉
路
の
右
上
部
に
自
然
石
の
碑
よ
り
士
石
を
運
び
一
本
杉
の
保
護
を
兼
ね
大
巾
に
埋
立
て
、
芝
を
張
り
、

ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

）
三
月
吉
日
と
銘
あ
り

虹

（
松
葉
）

翌豊

jl

“ 壷

九
五
所
在
地
大
字
二
瀬
本
（
丸
小
野
）

秋
葉
神
社
鳥
居
の
前
に
樹
令
三
○
○
余
年
と
云
う
通
称
一
本
松
（
古
杉

で
あ
る
が
一
本
松
と
云
う
、
そ
の
昔
松
の
古
木
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）

の
根
元
に
、
（
高
さ
一
・
○
、
巾
○
・
四
、
厚
○
・
二
四
米
）
自
然
石
に
、

様
田
彦
大
神
と
刻
ま
れ
た
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
文
に
は
、
右
に

文
化
十
五
年
二
八
一
八
）
戊
寅
暦
、
中
央
に
、
奉
祭
括
田
彦
大
神
、
左

に
三
月
吉
祥
日
、
下
に
願
主
山
辺
萬
平
と
銘
が
あ
る
。

ミ

コ

シ

大
正
初
期
迄
は
、
仁
瀬
本
神
社
祭
典
の
時
、
神
輿
を
奉
持
し
て
神
幸
式
の

時
、
こ
こ
を
仮
宮
と
し
て
、
神
饅
を
供
え
『
神
楽
を
奏
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
単
な
る
、
猿
田
彦
大
神
と
し
て
往
来
の
人
々
信
仰
を
集

る
。
（
高
一
・
一
八
、

巾
○
・
九
米
）
上
部

に
、
太
陽
と
月
、
中

央
に
、
猿
田
彦
大
神
、

明
治
二
十
年
（
一
八

八
七
）
十
二
月
吉
日
、

石
工
、
格
之
十
の
銘
《

格
之
十
の
銘
が

が
、
建
立
さ
れ
て
あ

あ
る
。

１
１

27



九

八

所

在

地

大

字

柳

井

原

部
落
中
央
》
｜
叉
路
右
側
に
、
猿
田
彦
大
神
の
碑
（
商
一
・
一
三
巾
○
・

九

七

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

部
落
公
民
館
前
に
自
然
石
（
高
さ
一
・
一
○
、
巾
○
・
五
、
厚
○
・
三

米
）
台
石
二
段
（
上
巾
ｒ
○
七
、
厚
○
・
三
、
下
巾
一
・
三
○
、
巾
○
・

一
五
米
）
に
猿
田
彦
大
神
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
元
治
元
年
二
八

六
四
）
子
六
月
吉
日
瞳
中
と
銘
あ
り
。

九

六

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

山

の

下

）

町
道
右
側
に
、
自
然
石
（
高
さ
○
・
八
米
、
台
石
切
石
三
段
）
に
猿
田

彦
大
神
・
横
に
自
然
石
（
高
さ
○
・
六
三
米
、
台
石
三
段
）
に
山
神
社
と

記
さ
れ
た
、
碑
が
並
ん
で
建
立
し
て
あ
る
。
建
立
年
月
及
詳
し
き
は
不
明

供
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
つ
じ
等
植
栽
さ
れ
、

自
然
木
を
配
置
さ
れ
、

憩
の
場
と
し
て
参
拝

者
も
多
く
常
に
新
し

い
草
花
や
栄
え
木
が

守 ､
泡母

識

》

年

瞬

鵜
“
、
倖
恥

問

日

・

品

塾

．

、

■

■

，

《
K~§

陛

六
五
、
台
石
二
段
、
上

部
巾
○
・
七
、
厚
○
・

三
五
、
下
部
巾
一
・
一

五
、
厚
○
・
四
五
米
）

が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

裏
面
に
、
大
正
六
年
十

一
月
建
設
と
銘
記
あ
り

一

○

○

所

在

地

公
民
館
正
面
上
部

旧
道
右
側
に
、
台
石

三
段
（
○
・
七
二
）

碑
高
（
○
・
八
○
、

巾
○
・
四
米
）
の
自

然
石
の
猿
田
彦
大
神

の
碑
が
明
治
四
十
四

九
九
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
岩
尾
野
）

岩
尾
野
公
民
館
（
大
日
堂
）
登
り
段
下
左
側
に
、
自
然
石
に
猿
田
彦
大

神
の
碑
（
台
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
高
一
・
一
○
、
巾
○
・
五
米
）
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
太
陽
と
月
が
刻
ま
れ
て
あ
る
が
、
建
立
年
月
等
は
不
明
。

大
字
滝
上
（
土
戸
）
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第1編建造物（板碑）

一

○

二

所

在

地

大

字

花

上

（

下

神

働

）

公
民
館
の
約
百
米
手
前
三
叉
路
地
点
の
上
部
に
（
高
さ
○
・
九
、

四
五
米
）
自
然
石
の
碑
が
建
立
さ
れ
、
上
左
右
に
太
陽
と
月
、
市

猿
田
彦
大
神
の
銘
あ
り
。
建
立
年
月
等
不
明
。

ペ

一

○

三

所

在

地

大

字

八

木

（

八

矢

）

部
落
中
央
、
三
叉
路
に
（
高
さ
○
・
八
○
、
巾
○
・
五
米
）
自
然
石
の

碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
上
部
に
太
陽
と
月
、
中
央
に
猿
田
彦
大
神
、
明

寛
政
五
（
一
七
九
一

彦
大
神
の
銘
あ
り
。

（
一
七
九
三

一

○

一

所

在

地

永
寿
寺
前
三
叉
路

に
、
台
石
（
巾
○
・

三
四
、
厚
○
・
○
九

米
）
碑
巾
○
・
二
、

高
○
・
五
五
、
厚
○
・

一
三
米
）
の
碑
が
建

立
さ
れ
て
あ
る
。

年
二
月
十
九
日
、
建
立
さ
れ
て
あ
る

）
三
月
吉
日
、
正
面
上
部
に
ｅ
と
あ
り
中
央
に
猿
田
二
月
一
日
、
塩
出
迫
村
中
、
彫
刻
師
、
甲
斐
有
雄
と
銘
あ
り
。

大
字
八
木

巾
○
．

中
央
に
、

（
巾
○
・
四
三
、
高
一
。
二
五
、
巾
○
・
二
五
米
）
の
碑
が
あ
り
。
正
面

に
、
猿
田
彦
大
神
、
右
に
丙
子
②
、
左
に
明
治
九
年
二
八
七
六
）
正

月
二
十
八
日
、
と
銘
あ
り
。
上
部
左
右
に
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り
。

治
二
十
年
亥
十
一
月
廿
日
と
銘
あ
り
。

一

○

四

所

在

地

観
音
堂
前
、
旧
道

沿
い
に
建
立
さ
れ
て

あ
る
。
自
然
石
で
（
巾

○
・
七
、
高
一
・
○

米
）
正
面
に
猿
田
彦

大
神
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
○
）
庚
辰

一

○

五

所

在

地

大

字

柏

観
音
堂
の
左
側
に
自
然
石
（
高
さ
一
・
○
、
巾
○
・
三
米
）
の
碑
が
あ

り
、
正
面
に
猿
田
彦
大
神
慶
応
二
年
二
八
六
六
）
の
銘
あ
り
。

~~

○

六

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

部
落
中
央
地
に
自
然
石
（
台
石
巾
○
・
七
五
、
高
○
・
三
米
）
の
上
に

大
字
塩
出
迫
（
上
塩
出
）

＝＃P
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一

○

七

所

在

地

村
入
口
、
三
叉
路

道
上
に
、
自
然
石
で

台
石
（
巾
○
・
八
、

厚
○
・
二
六
）
の
上

に
（
高
一
・
三
、
巾

○
・
四
、
厚
○
・
三

米
）
碑
が
あ
り
、
正

面
に
、
猿
田
彦
大
神
、

一

○

八

所

在

地

大

字

下

山

（

通

山

）

町
道
よ
り
左
旧
道
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
自
然
石
で
基
礎
（
巾
○
・
八
五
、

厚
○
・
二
米
）
台
禰
（
巾
○
・
七
、
厚
○
・
三
八
米
）
に
碑
（
高
一
・
三

二
、
巾
○
・
七
五
、
厚
○
・
二
三
米
）
が
建
立
し
て
あ
る
。
正
面
に
猿
田

彦
大
神
、
明
治
二
十
二
年
丑
九
月
十
七
日
と
銘
あ
り
。

’

○

九

所

在

地

大

字

高

辻

早
楢
神
社
境
内
、
道
路
左
側
に
自
然
石
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
台

石
（
巾
○
・
七
五
、
厚
○
皇
四
米
）
の
上
に
、
碑
（
高
○
・
九
、
巾
○
・

と
銘
あ
り
。

五
二
米
）
岻
向
に
猿
醐
彦
大
神
、
天
保
三
年
二
八
三
三
仲
秋
吉
日
。

大
字
橘
（
椎
屋
）

安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
二
月
申
年
村
中
庚
申
日

軍

噸

＃

惨

鮨

忌一

小
倉
村
、
早
楢
村
連
中
と
銘
あ
り
。

一

一

一

所

在

地

大

字

柳

（

柳

谷

）

国
道
左
側
林
清
喜
氏
所
有
水
田
の
角
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎

自
然
石
数
個
で
石
積
（
巾
一
・
七
、
高
一
。
二
米
）
そ
の
上
に
、
自
然
石

（
巾
○
・
六
、
高
一
。
四
五
、
厚
○
・
四
五
米
）
に
猿
田
彦
大
神
と
刻
ま

二

○

所

在

地

大

字

高

畑

甲
斐
義
徳
氏
宅
西
側
家
の
上
に
高
台
あ
り
、
こ
こ
に
板
碑
あ
り
て
台
石

三
段
（
高
○
・
八
三
米
）
の
上
に
自
然
石
（
高
一
・
○
六
、
巾
○
・
五
二

米
）
に
上
部
左
右
に
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り
て
、
猿
田
彦
大
神
、
明
治
三

十
年
酉
二
月
吉
日
下
組
連
中
と
銘
あ
り
。

1(）



第1輻建造物（板碑）

二

二

所

在

地

大

字

柳

町
道
よ
り
約
百
米
右
に
上
り
、
佐
藤
睦
夫
氏
宅
入
口
左
側
に
板
碑
が
二

基
、
建
立
さ
れ
て
あ
り
、
右
側
が
猿
田
彦
大
神
の
碑
で
（
基
礎
台
の
上
に
）

高
一
。
○
五
、
巾
○
・
五
五
米
の
碑
で
、
上
部
に
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り

て
、
天
保
九
戊
戌
（
一
八
三
八
）
一
月
吉
桂
日
、
柳
邑
氏
子
と
銘
が
あ
る
。

三
五
の
玉
石
に
自
然
石
（
高
○
・
八
三
、
巾
○
↓
五
、
厚
○
・
一
三
米
）
二
六
所
在
地
大
字
玉
目

で
上
部
左
右
に
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り
て
猿
田
彦
大
神
、
明
治
二
十
二
年
大
師
堂
の
横
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
台
石
二
段
（
下
巾
さ
○
九
、

れ
祀
ら
れ
て
あ
る
。
昔
こ
こ
を
道
路

が
通
っ
て
い
た
と
云
う
立
派
な
石
碑

で
あ
る
。

二

三

所

在

地

大

字

伊

勢

（

旅

草

）

部
落
三
叉
路
左
側
に
、
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
巾
一
〃
二
、
厚
○
・

二

五

所

在

地

大

字

長

谷

（

倉

木

山

）

倉
木
山
よ
り
二
瀬
本
に
通
ず
る
旧
道
右
上
に
自
然
石
の
碑
が
建
立
さ
れ

て
あ
る
。
（
巾
○
・
六
、
高
一
。
二
、
厚
○
・
一
七
米
）
正
面
の
上
部
に
太

陽
と
月
が
刻
み
あ
り
て
、
猿
田
彦
大
神
、
元
治
二
年
二
八
六
五
）
正
月

と
銘
あ
り
。

二

四

所

在

地

小

学

校

庭

の

森

に
碑
が
建
立
さ
れ

て
あ
る
。
自
然
石

に
猿
田
彦
大
神
、

明
治
二
十
二
年
九

月
十
五
日
、
旧
稲

生
氏
子
中
と
銘
あ

り
。
台
石
（
巾
○
・
九
五
、
厚
○
・
二
米
）
碑
（
高
一
・
三
七
、
巾
○
・
別

五
七
、
厚
○
・
一
米
）

一
月
吉
日
、
氏
子
中
と
銘
が
あ
る
。

大
字
長
谷



厚
○
◆
一
三
米
、
上
咋
○
・
七
五
、
厚
○
・
二
米
）
の
上
に
自
然
石
（
高

○
・
八
、
巾
○
・
四
五
、
厚
○
・
一
五
米
）
に
、
ｔ
部
左
右
に
太
陽
と
月

の
刻
み
あ
り
て
椎
田
彦
大
神
、
明
治
七
年
三
月
寅
四
月
十
三
日
玉
目
村
中

と
銘
が
あ
る
。

そ
の
横
に
、
石
塔
が
あ
り
（
巾
○
・
一
二
、
長
○
・
六
米
）
奉
寄
進

文
政
三
年
二
八
二
○
）
四
月
、
舟
次
と
銘
あ
り
。

観
音
堂
の
石
段
上
り
左
側
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
自
然
石
（
巾
一
・
五
、
厚
一
・
○
米
）
台
石
（
巾
○
・
四
三
、
厚
○
・

二
の
角
）
の
上
に
自
然
石
で
（
高
○
・
九
、
巾
○
・
四
米
）
碑
の
上
部
左

右
に
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り
、
猿
田
彦
大
神
、
文
久
元
年
辛
酉
（
一
八
六

拙
礎
（
巾
○
・
五
九
、
厚
○
・
一
丘
米
）
の
上
に
、
自
然
石
で
（
高
○
・

六
八
、
巾
○
・
江
、
厚
○
・
一
丘
米
）
上
部
左
右
に
太
陽
と
月
が
刻
れ
猿

田
彦
大
神
と
銘
あ
り
、
建
立
年
月
等
不
明
。

が
雄
＃
言
一
れ
て
あ
る
。

二

七

所

在

地

大

字

玉

目

（

宿

谷

）

’

’

八

所

在

地

大

字

上

焦

尾

栄
山
東
福
寺
築
師
蛍
前
に
三
面
余
年
と
思
わ
れ
る
老
杉
の
根
元
に
仮
碑

二
九
月
吉
日
宿
谷
村
と
銘
あ
り
。

二
九
所
在
地
大
字
上
差
尾
（
山
造
）

興
梠
義
幸
氏
毛
裏
の
大
悸
の
根
元
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
昔
は
、

こ
の
琵
路
は
旧
道
で
、
高
森
・
清
和
を
つ
な
ぐ
重
要
路
線
の

一
つ
で
あ
っ

た
と
云
う
。
下
台
石
（
巾
一
・
○
、
厚
○
・
二
五
米
）
上
段
（
巾
○
・
八
、

厚
○
・
三
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
高
○
・
八
五
、
巾
○
・
六
、
厚
○
・

厚
○
・
三
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
高
Ｃ
・
八
五
巾
Ｃ
・
六
、
厚
Ｃ
・

’

’

二

所

在

地

大

字

大

見

口

公
民
館
よ
り
約
丘
十
米
手
前
、
県
道
左
側
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

堪
礎
ブ
ロ
ッ
ク
砿
（
巾
一
・
一
二
、
高
○
◆
六
八
米
）
に
、
自
然
石
（
巾

○
~
汽
几
、
高
○
・
八
Ｈ
、
厚
○
・
一
二
米
）
に
、
上
部
に
太
陽
と
月
が

あ
り
猿
田
彦
大
神
と
銘
あ
り
。
建
京
年
月
等
不
明
な
り
。

一
米
）
で
上
部
左
右
に
、
太
陽
と
月
の
刻
み
あ
り
、
猿
田
彦
大
神
、
明
治

二
十
一
年
戊
子
二
八
八
八
）
二
月
付
内
氏
中
、
と
銘
あ
り
。

’

二

○

所

在

地

大
字
大
見
口

お
蛍
前
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
面
上
部
に
太
陽
と
月
の
刻
み

あ
り
。
猿
田
彦
大
神
、
明
治
十
三
年
辰
二
八
八
○
）
年
五
月
吉
Ｈ
と
銘

あ
り
。
畦
礎
石
（
巾
一
・
○
、
高
○
・
六
米
）
台
石
（
巾
○
・
七
五
、
厚

○
・
・
二
米
）
碑
石
（
巾
○
・
三
五
、
高
○
・
九
、
厚
○
・
一
三
米
）
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